
ふくし祭り、２年ぶりに開催（関連記事 P.2,3）
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来てくれてありがとう！
　笑顔いっ～ぱい

ふくし祭り
　10 月 23 日（日）、市役所本庁舎構内において「第 31 回ふくし祭り」を開催しました。
　穏やかな快晴のなか、福祉施設やボランティアサークルなど 29 団体が出展し、体験コー
ナー・展示・発表コーナー・模擬店販売などを行いました。約 2,000 名の方にご来場い
ただき、笑顔いっぱいのにぎやかな祭りになりました。

いざという時役に立つ救急法の講習

手話で話してみよう「あ・い・う・え・お」

要約筆記を体験　うまく伝わるかな？

スタンプラリーで輪投げに挑戦！

触れる♪
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昨年 9 月に発生した「関東・東北豪雨災害」
災害ボランティア活動の様子を展示

会場を盛り上げた！福祉施設職員のバンド演奏

絵が動く？！ 人気のパネルシアター

模擬店にはおいしいものがたくさん

シルバーリハビリ体操で体いきいき

見る♪

聴く♪
食べる♪
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な
ぜ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
？

　

以
前
大
病
を
患
い
、
病
後
の
心
身
ケ
ア

に
と
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
を
勉
強
し
ま
し
た
。

植
物
の
香
り
が
持
つ
力
に
助
け
ら
れ
た
経

験
を
い
か
し
て
、
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

老
人
保
健
施
設
「
け
ん
ち
の
苑
」
で

定
期
的
に
ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト（
精

油
を
植
物
油
で
希
釈
し
た
も
の
を
手
を

使
っ
て
塗
布
す
る
）
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
水
害
の
後
は
市
内
外
の
方
々
と

避
難
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夏

に
は
三
坂
児
童
館
で
地
域
の
方
々
と
虫

よ
け
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
作
り
を
し
ま
し

た
。
今
後
は
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
と
い
う

香
り
を
利
用
し
た
工
作
も
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
一
方
的
で
は
な
く
、

分
か
ち
合
い
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

私
の
方
が
皆
さ
ん
か
ら
元
気
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
相
手
に
寄

り
添
う
気
持
ち
を
大
切
に
、
継
続
的
に

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
市
の
健
診
で
病
気
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
お
子
さ
ん
が
小
さ
い
と
後
回

し
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
必
ず
検
診
を

受
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

綾
部
さ
ん
の
穏
や
か
な
口
調
と
、
精

油
の
も
つ
植
物
の
自
然
な
香
り
に
心
を

癒い
や
や
さ
れ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

広
報
委
員
　
土
井  

奈
穂
子

　

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
と
は
植
物
か
ら
抽
出
し
た
香
り
成
分
で

あ
る
精
油
を
利
用
し
、
健
康
や
美
容
に
役
立
て
て
い
く
芳
香

療
法
で
す
。
そ
れ
を
利
用
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る

綾
部
雅
子
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
！

▲三坂児童館で「虫よけアロマス
プレー」を作りました。

綾部雅子さん（蔵持）

社協三妻支部
　社協には２７の支部があります。より地域に密着した
福祉活動を進めるために様々な活動を行っています。

　

三
妻
支
部
で
は
、
今
年
度

よ
り
杉
山
博
支
部
長
に
交
代

に
な
り
ま
し
た
。
10
月
31
日

（
月
）
に
東
京
消
防
庁
本
所
防

災
館
へ
防
災
研
修
に
行
き
ま

し
た
。
当
日
は
、
20
名
の
方
々

が
参
加
し
、
雨
合
羽
を
着
て

暴
風
雨
を
体
感
し
た
り
、
火

災
か
ら
の
避
難
や
消
火
器
の

体
験
を
し
ま
し
た
。「
災
害
発

生
時
に
は
、
行
政
か
ら
の
避

難
指
示
を
待
つ
よ
り
、
私
た

ち
が
迅
速
で
適
切
な
行
動
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。」
と

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
話
を

聞
い
て
、
感
心
し
て
い
ま
し

た
。

支部長の
杉山　博さん

防災研修
を開催

▶
東
京
消
防
庁
本
所
防
災
館
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掃除機をかける

食事介助

　センターの集団指導では工作、運動などの他、
お出かけや季節の行事も行っています。
　今回はあすなろの里での芋掘り。参加したお
子さん達は土と触れ合い、自分の顔くらいもあ
るさつま芋を一生懸命収穫していました。
　後日、掘った芋でスイートポテトを作り、み
んなでおいしくいただきました。

児童デイサービスセンター
TEL 22-5352

　毎月第一、第三金曜日、午前 10 時 30 分から、
未就園児親子のためのサロンを開いています。
10 月はハロウィンの仮装でお散歩。近所の方に
ご協力いただき、おうちにお菓子をもらいに行
きました。季節の行事や工作等、遊びがいっぱい。
ママたちで情報交換をしながら、子育ての不安
も解消しちゃいましょう。ぜひ遊びに来てください。
（サロンへの参加は、お申し込みが必要です。）

三坂児童館
TEL 22-7937

お芋、たくさん掘ったよ♪ 子育てサロン「ニコニコ広場」

訪問介護って
　　　　どんな仕事なの？

ご利用者様の
お宅へ伺います。

入浴介助

★訪問介護員
（登録職員）

【 募  集 】

採 用　若干名
資 格　介護職員初任者研修受講終
　 　　了者（旧ヘルパー２級以上）

年 齢　63 歳まで
時 給　950 〜 1000 円
☆週２日以上、１日２時間以上
　勤務できる方。

電話　２５−１００１
（お待ちしております）

あなたも
 福祉の第一歩
  はじめてみませんか？
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　社協では、市民が自主的に行う高齢者介護予防、生きがいづくり、障が
い者支援、防災など地域福祉活動を応援するため、共同募金を財源とした
助成を行っています。活動報告の一部を紹介します。
※ 助成事業の報告は、社協ホームページで随時公開しています。

団 体 名：前河原女性部
事 業 名：高齢者の実態調査と高齢者への
　　　　　プレゼント・敬老の日のお祝い会
主な内容：要救援者生活支援、地域高齢者の交流
ありがとうメッセージ
　助成金を活用させていただき、地区内の高齢者の
調査、お祝い品の購入・配布と敬老お祝い会を開く
ことができ、地域と高齢者のつながりを深めること
に役立ちました。
　また、今年初めて敬老お祝い会を行い、JOSO ハッ
ピー体操をしたり、日本舞踊、カラオケ、民謡を観
賞しました。参加者からは、「楽しかった」「来年も
期待している」という声をいただき、皆さん大変喜
んでいました。ありがとうございました。

団 体 名：三坂児童館母親クラブ「ひばり」
事 業 名：夏まつり
主な内容：福祉コミュニティづくり
ありがとうメッセージ
　助成金を活用し、今回の夏まつりを開催すること
ができました。
　当日は、小学生、幼稚園児、乳児、年配の方々と
たくさん交流ができました。バルーンアートやジャ
グリング、金魚すくいと楽しげな声がたくさん聞こ
えました。

ありがとうメッセージ
赤い羽根地域づくり応援助成事業実施報告

赤い羽根
募金の

使いみち
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団 体 名：社協水海道諏訪町支部
事 業 名：敬老のつどい
主な内容：地域コミュニティ、高齢者の交流
ありがとうメッセージ
　町内の高齢者同士の交流と協力者とのふれあいの
場として、助成金を活用させていただきました。
　参加された皆さんが生き生きと楽しい時間を過ご
されたと思います。ありがとうございました。

団 体 名：杉山自治区連絡協議会
事 業 名：杉山地区３世代交流会
主な内容：地域コミュニティ、世代間交流
ありがとうメッセージ
　当日雨天にもかかわらず、たくさんの人に参加し
ていただきました。今年も日本の各地で災害にあわ
れた方々にあたたかい募金をしていただきました。
少しでもお役に立てればとの思いで、募金をしてく
れた方々に心からありがとうの気持ちを表したいと
思います。誠にありがとうございました。

団 体 名：社協水海道橋本町支部
事 業 名：３世代納涼の集い
主な内容：地域コミュニティ、世代間交流
ありがとうメッセージ
　今年は水害後の集まりとなり、心配いたしました
が、皆さん元気な様子で安心しました。お世話にな
りました。
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ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

支
援
金
を
被
災
地
へ

　
10
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
茨
城
県
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
多
年
に
わ

た
り
社
会
福
祉
事
業
に
功
労
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
左
記
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。（
敬
称
略
）

県
知
事
表
彰

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　

鈴　

木　
　
　

稔

　
　

堀　

込　

き
ぬ
江

　
　

横　

川　

や
い
子

　
　

尾　

崎　

澄　

子

　
福
祉
施
設
職
員

　
　

渡　

辺　

美
津
子
（
よ
し
の
荘
）

　
　

中　

茎　

美　

枝
（
よ
し
の
荘
）

　
社
会
福
祉
援
護
功
労
者

　
　

ま
ち
の
研
ぎ
や
さ
ん

県
社
協
会
長
表
彰

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　

武　

藤　

康　

之

　
　

大　

塚　

芙
美
江

　
　

関　

口　

ふ
み
子

　
　

田　

村　

憲　

一

　
　

西　

尾　

美
和
子

　
　

岡　

野　

紀　

代

　
　

中　

莖　

宮　

子

　
　

中　

川　

智　

雄

　
　

野　

村　

育　

代

　
福
祉
施
設
職
員

　
　

中　

澤　

浩　

子　

 （
絹
西
保
育
園
）

　
社
会
福
祉
団
体
役
員

　
　

山　

中　

達　

江

（
常
総
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
長
）

県
社
協
会
長
感
謝

　
　

リ
ス
カ
株
式
会
社

70
周
年
記
念
県
共
募
会
長
感
謝

　
永
年
勤
続
役
員
・
評
議
員

　
　

横　

田　

能　

洋

　
「
熊
本
地
震
災
害
支
援
金
募
金
箱
」
を
、
５
月
９
日

～
９
月
23
日
の
間
社
協
玄
関
入
り
口
に
設
置
い
た
し

ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
寄
付
は
、
期
間

合
計
で
５
４
，０
５
７
円
に
な
り
ま
し
た
。
10
月
31
日

に
、
熊
本
県
益
城
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
送
り
し

ま
し
た
。

交
通
遺
児（
保
護
者
）の
方
へ
お
知
ら
せ

　
交
通
事
故
に
よ
り
、
父
母
の
ど
ち
ら
か
、
ま
た
は
両
親
を
失
っ
た
児
童
に
対

し
、
入
学
祝
い
金
を
贈
り
ま
す
。

◇
贈
呈
対
象
者

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
平
成
29
年
４
月
に
保
育
所
・
保
育
園
・
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
短
大
（
専
門
学
校
を

含
む
）・
大
学
に
入
ら
れ
る
方
。

◇
贈
呈
金
額

一
人
に
つ
き
３
万
円

◇
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

対
象
と
な
る
保
護
者
の
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

社
協　

本
所
（
℡
23
―
２
２
３
３
）

※
贈
呈
時
期
は
、
４
月
下
旬
頃
の
予
定
で
す
。

◇
申
込
締
切

平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）
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日
の
暮
れ
が
早
く
な
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
枚
数
も
残
り
少
な

く
な
る
と
、
つ
く
づ
く
時
の
過
ぎ
去
る
早
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
我
が
家
に
は
、
何
年
経
っ
て
も
薄
く
な
ら
な
い

日・

・

・

・

・

・

・

・

・

め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
が
あ
り
ま
す
。
一
日
ご
と
に
著
名
人
の

言
葉
や
論
語
な
ど
の
章
句
が
書
か
れ
て
あ
り
、「
寸
言
よ
く
人

を
生
か
す
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
毎
朝
そ
れ
ら
の
名
言
に
励

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
一
番
身
に
つ
ま
さ
れ
て
い
る
の
が
、
書
家
相

田
み
つ
を
の
次
の
言
葉
で
す
。

　
「
生
き
て
い
る
う
ち
、
働
け
る
う
ち
、
日
の
暮
れ
ぬ
う
ち
」

広
報
委
員
　
海
老
沼  

一
義

現　　金

㈱オリエンタル商事
コカ・コーライーストジャパン
特定非営利活動法人 さくらネット
(福)日本キングス・ガーデン
常総市母子寡婦福祉会
地域女性団体連絡会水海道支部
水海道公民館  ﾊﾞｽﾊｲｸ参加者一同
株式会社ライスライン
各会チャリティー市民カラオケ
ネットワーカー常総
石下生活改善グループ連絡協議会
豊岡町砂浜ゴルフ会
横堤介護予防教室
匿名

50,761 円
6,456 円

20,000 円
3,000 円
3,000 円
5,000 円
1,768 円

20,000 円
33,957 円
10,000 円
10,000 円
10,000 円
13,083 円
50,000 円

物　　品

メモリアルホールエンドウ　　　　　　　　　　  椅子
匿名　　　　　　　　  洗濯洗剤 16 箱、固形石鹸 6 個
匿名　　　　　　　　　　　　　　　　  未使用日用品
玉学校給食センター、水海道中学校、水海道豊岡郵便局、
コクヨサプライロジスティクス株式会社、中村安雄

以上、使用済み切手

災 害 支 援 金

ねばねばカップ実行委員会
（行方市社協経由）

50,000 円

平成28年9月3日～12月2日（敬称略）

古河ヤクルト販売㈱様より
福祉車両をいただきました。

　今回いただきました車両は、常総市児童デ
イサービスセンターにおいて大切に使用させ
ていただきます。

【 社協会員会費のご報告（追加） 】
　ふくしＪＯＳＯ３７号（平成２８年９月１５日発行）
にて『社協会員会費お礼と報告』を掲載いたしました
が、その後、下記の事業所様よりご協力をいただきま
した。その結果、法人特別会員会費の実績額は、合計
２９０，０００円となりました。

　また、６月に市民の皆さまにお願いいたしました
平成２８年度社協会員会費につきましても追加のご
支援をいただき、支部別会員会費の実績額は、合計
８，４６８，８００円になりました。
　ご支援・ご協力ありがとうございました。

法人名（敬称略） 金額（円）

サンプラスチック工業㈱ 10,000 

㈱栗原建設 10,000 

㈱ギンポーパック　守谷工場 10,000 

丸栄ｺﾝｸﾘｰﾄ工業㈱　茨城工場 10,000 

デイサービス「ふなもと」 5,000 

特別養護老人ホーム　里の音 10,000 

▲各会チャリティー市民カ
ラオケの皆さん



10紙面に関するお問い合わせ先：社協本所　☎２３ー２２３３

おめでとうございます
石下ぼらんてぃあの会が厚生労働大臣表彰を受賞

まちの研ぎやさんが茨城県知事表彰を受賞

　石下ぼらんてぃあの会は地域の障がい児・者との

交流活動や地域での福祉啓発を行う「ふれ愛事業」

を活動の柱とし、平成２年に設立しました。読み聞

かせや環境美化、施設支援など、10 のグループ活

動も行っています。昨年の災害時には支援の届きに

くい小さな避難所での炊き出しや、被災地区でのサ

ロン活動などを行いました。代表の永瀬菊江さんは

「今回の受賞、光栄に思います。これをひとつの通

過点として、これからも地域の中で無理なく、楽し

く、メンバーひとりひとりが輝いて活動していけた

らと思います。」と話してくれました。

　まちの研ぎやさんは市内公共施設や福祉施設、
市内外で行われるイベント等で、刃物研ぎを無料
で行っています。職人技で錆びたり、刃こぼれし
た包丁や鎌、研ぐのが難しい刈込鋏なども切れ味
鋭くよみがえります。平成 17 年 12 月 15 日の活
動開始から今年の 11 月 30 日までに 138 回の刃
物研ぎ活動を行い、延べ 16,066 本の刃物を研い
できたそうです。会の皆さんは「切れなくなった
刃物に生命を吹き込み、市民の皆さんによろこん
でもらえるのが私たちの喜びです。今回の受賞を
契機に一丁でも多く、一日でも長く活動したいで
す。」と話してくれました。


